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(57)【要約】
【課題】吸引口が粘膜等で塞がれた状態になっても、そ
れまでに吸引口から吸い込まれた汚液等が吸引管路内で
留まることなく吸引排出されて、その後の内視鏡検査を
円滑に行うことができる内視鏡を提供すること。
【解決手段】吸引口１３が塞がった状態の時に吸引管路
１４，２１に外気が吸い込まれるように、吸引口１３の
近傍において吸引管路１４，２１に連通する通気管路１
５を、挿入部１内に挿通配置した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】外面に開口する吸引口が挿入部の先端に配
置され、上記吸引口に連通する吸引管路が上記挿入部内
に挿通配置された内視鏡において、
上記吸引口が塞がった状態の時に上記吸引管路に外気が
吸い込まれるように、上記吸引口の近傍において上記吸
引管路に連通する通気管路を、上記挿入部内に挿通配置
したことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】上記通気管路の基端側が、上記挿入部外に
おいて外気に連通している請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】上記通気管路に、基端側から先端側へは流
体を通過させ逆方向には流体を通過させない逆止弁が設
けられている請求項２記載の内視鏡。
【請求項４】上記通気管路が上記挿入部の先端付近にお
いて二股に分岐されていて、その一方は上記吸引管路に
連通し、他方は上記挿入部の先端において外面に開口し
ている請求項１、２又は３記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡には一般に、挿入部の先端に吸引
口が配置されて、その吸引口に連通する吸引管路が挿入
部内に挿通配置され、挿入部の基端に連結された操作部
における操作により、吸引管路を経由して吸引口から吸
引動作が行われるようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡による吸引動作
は、観察の障害になる粘液等の汚液を排出するために行
われるが、そのような吸引動作を行っている最中に、粘
膜が吸引口（或いは、吸引口を囲む状態に設けられたフ
ード）等に吸い付けられた状態になる場合がある。
【０００４】すると、吸引される途中の状態の汚液が吸
引管路内で停止してしまうので、吸引動作が終わって内
視鏡観察をしようとすると、吸引管路内の残留汚液が逆
流して吸引口から流れ出し、観察に支障が生じる状態に
なってしまう場合がある。
【０００５】そこで本発明は、吸引口が粘膜等で塞がれ
た状態になっても、それまでに吸引口から吸い込まれた
汚液等が吸引管路内で留まることなく吸引排出されて、
その後の内視鏡検査を円滑に行うことができる内視鏡を
提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡は、外面に開口する吸引口が挿入部
の先端に配置され、吸引口に連通する吸引管路が挿入部
内に挿通配置された内視鏡において、吸引口が塞がった
状態の時に吸引管路に外気が吸い込まれるように、吸引
口の近傍において吸引管路に連通する通気管路を、挿入
部内に挿通配置したものである。
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【０００７】なお、通気管路の基端側が、挿入部外にお
いて外気に連通しているとよく、さらに、通気管路に、
基端側から先端側へは流体を通過させ逆方向には流体を
通過させない逆止弁が設けられていてもよい。
【０００８】また、通気管路が挿入部の先端付近におい
て二股に分岐されていて、その一方は吸引管路に連通
し、他方は挿入部の先端において外面に開口していても
よい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は例えば気管支検査等に用いられる内視
鏡を示しており、可撓性の挿入部１の基端に操作部２が
連結されている。
【００１０】挿入部１と操作部２との連結部付近には、
鉗子栓６０が処置具挿入口部に取り付けられて配置され
ており、挿入部１内に全長にわたって挿通配置された吸
引チャンネル（兼処置具挿通チャンネル）に対して鉗子
栓６０から処置具を挿入することができる。
【００１１】そして、操作部２に配置された吸引操作弁
４を操作することにより、吸引チャンネルを経由して吸
引を行うことができる。５は、後述する手元側開口口金
である。
【００１２】図１は内視鏡において吸引に関与する管路
の構成を示しており、処置具挿通チャンネルを兼用する
吸引チャンネル１４の基端に真っ直ぐに連通する処置具
挿入口３に鉗子栓６０が取り付けられている。
【００１３】鉗子栓６０には、通常は自己の弾力によっ
て閉じていて、挿入される処置具によって押し開かれる
ゴム製のスリット６１が形成されていて、そこから吸引
チャンネル１４内に処置具を自由に挿脱することができ
る。
【００１４】処置具挿入口３の近傍において吸引チャン
ネル１４から分岐された吸引管２１は、操作部２内に導
かれて吸引操作弁４に接続されており、吸引操作弁４に
は外部の吸引器（図示せず）に接続された吸引接続チュ
ーブ５０が接続されている。
【００１５】挿入部１内には、吸引チャンネル１４と並
んで通気チャンネル１５（通気管路）が全長にわたって
挿通配置されており、前述の手元側開口口金５がその通
気チャンネル１５の基端に連通接続されている。
【００１６】そして、通気チャンネル１５の基端側から
先端側へは流体を通過させ逆方向には流体を通過させな
い逆止弁１７が、通気チャンネル１５の基端付近に介挿
接続されている。
【００１７】挿入部１の先端面には、図示されていない
観察窓等と並んで、吸引口（兼処置具突出口）１３が外
面に開口して配置されており、それに対して吸引チャン
ネル１４がほぼ真っ直ぐに連通接続されている。
【００１８】通気チャンネル１５の先端は、図３に拡大
図示されるように、そのまま外方に開口することなく、
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吸引口１３の近傍において連通孔１５ａを経由して吸引
チャンネル１４と連通している。
【００１９】連通孔１５ａは、挿入部１の先端部分の本
体部材である先端部本体１０に形成されている。また、
先端部本体１０の外縁から前方に筒状に突出する先端フ
ード１１が、先端部本体１０に対して着脱自在に取り付
けられている。
【００２０】このように構成された実施例の内視鏡にお
いては、吸引操作弁４を操作することにより、吸引管２
１及び吸引チャンネル１４を介して吸引口１３から吸引
が行われ、体内から粘液等を吸引排出することができ
る。
【００２１】そして、体内の粘膜等が吸引口１３に吸い
付けられ、或いは先端フード１１の開口に粘膜等が吸い
付けられることにより吸引口１３が塞がった状態なる
と、図１及び図３に破線で示されるように、手元側開口
口金５から導入される外気が、通気チャンネル１５と連
通孔１５ａを通って吸引チャンネル１４内に吸引され
る。
【００２２】したがって、それまでに吸引チャンネル１
４内に吸い込まれていた粘液その他の汚液等は、吸引チ
ャンネル１４内に留まることなく、吸引管２１から吸引
接続チューブ５０側へ吸引されて排出される。
【００２３】そして、通気チャンネル１５に逆止弁１７
が介挿接続されていることにより、体内の汚液等が通気
チャンネル１５を逆流して手元側開口口金５から噴出す
るような現象が確実に防止されると共に、通気チャンネ
ル１５を利用して手元側開口口金５から送気又は送水等
を行うことができる。
【００２４】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば図４に示されるように、通気チャン
ネル１５を挿入部１の先端付近において二股に分岐し
て、吸引チャンネル１４に連通する連通孔１５ａと、先
端部本体１０の先端面等に直接開口する送気送水出口孔
１５ｂとに連通させても差し支えない。
【００２５】また、図５に示されるように、逆止弁１７
を通気チャンネル１５の途中に設けるのではなく、手元
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側開口口金５に対して着脱自在なアダプタとして取り付
けてもよい。このように構成すれば、通気チャンネル１
５内の洗浄や逆止弁１７の交換等を容易に行うことがで
きる。
【００２６】
【発明の効果】本発明によれば、吸引口が塞がった状態
の時には、吸引口の近傍において吸引管路に連通する通
気管路を通って外気が吸引管路に吸い込まれ、それまで
に吸引口から吸い込まれた汚液等が吸引管路内で留まる
ことなく吸引排出されてしまうので、観察の妨げになる
汚液の逆流等が発生せず、その後の内視鏡検査を円滑に
行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の吸引に関与す
る管路の配管図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の外観図であ
る。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の
側面断面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡の挿入部先端の
側面断面図である。
【図５】本発明の第３の実施例の内視鏡の吸引に関与す
る管路の配管図である。
【符号の説明】
１  挿入部
４  吸引操作弁
５  手元側開口口金
１０  先端部本体
１１  先端フード
１３  吸引口
１４  吸引チャンネル（吸引管路）
１５  通気チャンネル（通気管路）
１５ａ  連通孔
１５ｂ  送気送水出口孔
１７  逆止弁
２１  吸引管（吸引管路）
５０  吸引接続チューブ
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